
令和4年度補正デジタル田園都市国家構想交付金(デジタル実装タイプTYPE1)事業概要 【課題解決学術都市の実現】

実施地域 山梨県都留市 事業費 21,482千円

実施主体 山梨県都留市等 人口 29,203人

事業概要
都留市は、市域が幾筋もの尾根と谷で構成されるため、平面情報だけでは、移動の利便性や災害のリスク等が伝わらない課題を抱えている。本市には、公
立大学法人都留文科大学、健康科学大学看護学部、産業技術短期大学校都留キャンパスの3つの高等教育機関が所在し、学生と地域が密接に関
わる官学連携環境を踏まえ、行政データの公開やその利活用を通じて、共に地域が抱える課題に対処するために下記の取り組みを実施する。

具体

サービス

【①共用空間データの整備】

都留市の基盤情報となる共用空間データを整備し、
データの可視化を実現する。

【②データ発信のための地理情報システム構築】
行政データを加工できるツール（GIS）の導入及び
利活用についての職員知識醸成を図る。住民に向
けたオープンデータ活用のための視覚化（地図化や
グラフ化）等の環境を整備する。

主な

KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①住民基本台帳の位置情報化の住民カバー率
②3Dマップ上に災害発生情報（火災等）を発信
③公開されたオープンデータのDL数

【アウトカム指標（成果指標）】
①本人確認が必要なくなった業務数
②３Dマップ公開サイトに関する利用満足度調査
③オープンデータサイトに関する利用満足度調査
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